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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第56期

中間連結会計期間
第57期

中間連結会計期間
第56期

会計期間
自 2024年２月21日
至 2024年８月20日

自 2025年２月21日
至 2025年８月20日

自 2024年２月21日
至 2025年２月20日

売上高 (百万円) 116,267 117,944 237,528

経常利益 (百万円) 313 670 1,442

親会社株主に帰属する中間純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

(百万円) 87 248 △2,381

中間包括利益又は包括利益 (百万円) 216 576 △1,046

純資産額 (百万円) 76,915 73,783 74,527

総資産額 (百万円) 133,380 130,427 128,629

１株当たり中間純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

(円) 2.01 6.00 △55.89

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 2.01 6.00 ―

自己資本比率 (％) 57.4 56.3 57.7

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 4,372 4,562 6,596

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △3,997 △2,667 △8,741

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △4,396 △3,345 △2,885

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 12,161 9,701 11,152
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　 ２．第56期における潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり

当期純損失であるため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者

が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあ

りません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間（2025年２月21日～2025年８月20日）における当社を取り巻く環境は、企業収益や雇用・所

得環境の改善により緩やかな回復基調にあるものの、米国の関税政策の影響やウクライナ情勢及び中東における地

政学リスクは継続しており、資源価格の高騰による原材料費やエネルギーコストの上昇等は依然として先行き不透

明な状況にあります。

小売業界におきましても、生活必需品である米の価格をはじめ、継続する商品の値上げは家計への負担増をもた

らし、消費者の買い控えや節約志向をより一層強めることになりました。

また、人件費をはじめとした各種コストの増加や業種の垣根を越えた企業間の競争が加速するなど、厳しい経営

環境が続いております。

このような状況下において、当社は、年度スローガンを『小さな気づきを行動に移そう　みんなで変える　より

良い売場』を前期より継続し、従業員一人ひとりが「より良いお店のために」を共通の行動目標と再確認し、多様

化するお客様ニーズへの対応等、変化するライフスタイルに合わせた商品・サービスの提供に引き続き取り組み、

地域社会への貢献、当社の持続的な成長に向けた競争力と収益力の向上に努めてまいりました。

また、重点施策である「業態の再構築」、「店舗の生産性の向上」、「オークワブランドの商品開発拡大」、

「マーケティング戦略の構築」、「業務革新によるコスト削減具現化」、「人的資本価値の最大化」、「サステナ

ビリティ経営の深耕」などへの取り組みを行ってまいりました。

当期の新規出店につきましては、「豊明店」（愛知県豊明市）を６月にオープンいたしました。

連結子会社については、外食の㈱オークフーズは、外食需要の回復に伴う客数増加及び運用管理面での強化によ

り増収増益となりました。農産物加工・配送を担う㈱サンライズは、業務面を見直し効率化を図り、増益となりま

した。

 
① 財政状態の状況

当中間連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ17億97百万円増加し、1,304億27百万円となりました。

流動資産では７億42百万円の増加であり、これは主に受取手形及び売掛金が12億67百万円、流動資産の「その他」

に含まれる前払費用が５億７百万円、流動資産の「その他」に含まれる仮払金が２億59百万円、商品及び製品が２

億42百万円増加した一方、現金及び預金が14億58百万円減少したことによるものであります。固定資産では10億55

百万円の増加であり、これは主に有形固定資産の「その他（純額）」に含まれる建設仮勘定が７億42百万円、投資

その他の資産の「その他」に含まれる投資有価証券が４億18百万円増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ25億42百万円増加し、566億43百万円となりました。流動負債では44億26百万円

の増加であり、これは主に支払手形及び買掛金が18億１百万円、流動負債の「その他」に含まれる設備関係電子記

録債務が10億64百万円、流動負債の「その他」に含まれる未払金が３億84百万円、流動負債の「その他」に含まれ

る預り金が２億83百万円、１年内返済予定の長期借入金が２億22百万円、未払法人税等が２億11百万円増加したこ

とによるものであります。固定負債では18億83百万円の減少であり、これは主に長期借入金が20億82百万円減少し

たことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ７億44百万円減少し、737億83百万円となりました。これは主に自己株式の増

加により７億75百万円、利益剰余金が２億94百万円減少した一方、その他有価証券評価差額金が３億52百万円増加

したことによるものであります。
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② 経営成績の状況

当中間連結会計期間における当社グループの経営成績につきましては、営業収益（売上高及び営業収入）は

1,244億48百万円（前年同期比1.5％増）、営業利益は５億79百万円（前年同期比135.2％増）、経常利益は６億70

百万円（前年同期比114.0％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は２億48百万円（前年同期比185.1％増）とな

りました。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ、14

億51百万円減少し、97億１百万円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前年同期に比べ１億89百万円増加し、45億62百万円となりました。これは主

に、税金等調整前中間純利益が５億22百万円、非資金損益項目の減価償却費が31億32百万円、仕入債務の増加額が

18億１百万円であった一方、売上債権の増加額が12億67百万円、棚卸資産の増加額が２億42百万円であったことに

よるものであります。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は、前年同期に比べ13億30百万円減少し、26億67百万円となりました。これは主

に、固定資産の取得による支出が28億52百万円であったことによるものであります。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、前年同期に比べ10億50百万円減少し、33億45百万円となりました。これは主

に、長期借入金の返済による支出が18億60百万円、自己株式の取得による支出が７億92百万円、配当金の支払額が

５億42百万円であったことによるものであります。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な

変更はありません。

 
(4) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 
(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 159,605,000

計 159,605,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年８月20日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年９月30日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,937,297 41,937,297
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数
100株

計 41,937,297 41,937,297 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2025年２月21日～
2025年８月20日

－ 41,937 － 14,117 － 14,027
 

 

(5) 【大株主の状況】

2025年８月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)
の総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号 3,810 9.31

オークワ共栄会 和歌山県和歌山市中島185－３ 3,479 8.50

大　桑　堉　嗣 和歌山県和歌山市 3,005 7.34

Bermuda Assetment株式会社 和歌山県和歌山市湊通丁北４丁目40番地 1,553 3.79

公益財団法人大桑教育文化振興財団 和歌山県和歌山市中島184－３ 1,520 3.71

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－１ 1,459 3.56

株式会社紀陽銀行 和歌山県和歌山市本町１丁目35番地 1,382 3.38

大　桑　啓　嗣 大阪府和泉市 1,219 2.98

大　桑　俊　男 和歌山県和歌山市 1,213 2.96

オークワ社員持株会 和歌山県和歌山市中島185－３ 801 1.95

計 ― 19,444 47.54
 

(注)　１．オークワ共栄会は、当社の取引先を会員とする持株会であります。

２．所有株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

３．発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下３位を切り捨てて表示し

ております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,040,800
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

40,847,700
408,477 ―

単元未満株式
普通株式

48,797
― ―

発行済株式総数 41,937,297 ― ―

総株主の議決権 ― 408,477 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式38株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2025年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オークワ

和歌山県和歌山市中島185番地の３ 1,040,800 ― 1,040,800 2.48

計 ― 1,040,800 ― 1,040,800 2.48
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。

なお、当中間会計期間後、当半期報告書提出日までの役員の異動は次のとおりです。

(1) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役常務執行役員
管理本部長兼ＩＲ室長

東川　浩三 2025年９月11日

 

 
(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性9名　女性2名　（役員のうち女性の比率18.2％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年２月21日から2025年８月20

日まで)に係る中間連結財務諸表について、東陽監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2025年２月20日)

当中間連結会計期間
(2025年８月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,524 10,065

  受取手形及び売掛金 6,727 7,994

  商品及び製品 10,631 10,873

  その他 1,486 2,176

  貸倒引当金 △4 △3

  流動資産合計 30,364 31,106

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 44,555 44,582

   土地 28,657 28,657

   その他（純額） 6,295 6,918

   有形固定資産合計 79,508 80,159

  無形固定資産   

   その他 3,703 3,765

   無形固定資産合計 3,703 3,765

  投資その他の資産   

   その他 15,066 15,408

   貸倒引当金 △12 △12

   投資その他の資産合計 15,053 15,395

  固定資産合計 98,265 99,320

 資産合計 128,629 130,427

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 13,280 15,082

  短期借入金 4,850 4,850

  1年内返済予定の長期借入金 3,622 3,844

  未払法人税等 285 496

  返金負債 1,330 1,460

  契約負債 1,960 1,893

  その他 9,868 11,996

  流動負債合計 35,197 39,623

 固定負債   

  長期借入金 12,992 10,909

  退職給付に係る負債 32 33

  資産除去債務 3,283 3,304

  その他 2,596 2,772

  固定負債合計 18,903 17,019

 負債合計 54,101 56,643
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2025年２月20日)

当中間連結会計期間
(2025年８月20日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 14,117 14,117

  資本剰余金 14,027 14,027

  利益剰余金 44,454 44,160

  自己株式 △199 △974

  株主資本合計 72,400 71,330

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 705 1,057

  退職給付に係る調整累計額 1,081 1,042

  その他の包括利益累計額合計 1,786 2,100

 新株予約権 38 38

 非支配株主持分 302 314

 純資産合計 74,527 73,783

負債純資産合計 128,629 130,427
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月21日
　至 2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月21日
　至 2025年８月20日)

売上高 116,267 117,944

売上原価 84,498 85,429

売上総利益 31,768 32,514

営業収入   

 不動産賃貸収入 1,982 1,997

 その他の営業収入 4,309 4,506

 営業収入合計 6,291 6,504

営業総利益 38,060 39,019

販売費及び一般管理費 ※  37,814 ※  38,439

営業利益 246 579

営業外収益   

 持分法による投資利益 2 46

 リサイクル材売却収入 25 24

 受取配当金 39 60

 その他 54 55

 営業外収益合計 122 187

営業外費用   

 支払利息 46 85

 その他 9 11

 営業外費用合計 55 96

経常利益 313 670

特別利益   

 固定資産売却益 0 2

 投資有価証券売却益 68 59

 特別利益合計 69 61

特別損失   

 固定資産除却損 23 29

 減損損失 ― 153

 賃貸借契約解約損 52 0

 その他 5 26

 特別損失合計 81 209

税金等調整前中間純利益 300 522

法人税等 209 260

中間純利益 91 262

非支配株主に帰属する中間純利益 4 14

親会社株主に帰属する中間純利益 87 248
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月21日
　至 2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月21日
　至 2025年８月20日)

中間純利益 91 262

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 104 352

 退職給付に係る調整額 20 △38

 その他の包括利益合計 125 313

中間包括利益 216 576

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 212 562

 非支配株主に係る中間包括利益 4 14
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年２月21日
　至 2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月21日
　至 2025年８月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 300 522

 減価償却費 3,307 3,132

 減損損失 ― 153

 受取利息及び受取配当金 △41 △73

 支払利息 46 85

 投資有価証券売却損益（△は益） △62 △59

 固定資産売却損益（△は益） △0 △1

 売上債権の増減額（△は増加） △1,563 △1,267

 棚卸資産の増減額（△は増加） △299 △242

 未収入金の増減額（△は増加） 222 97

 仕入債務の増減額（△は減少） 2,821 1,801

 その他 △105 491

 小計 4,625 4,641

 利息及び配当金の受取額 41 72

 利息の支払額 △42 △80

 法人税等の支払額 △251 △71

 営業活動によるキャッシュ・フロー 4,372 4,562

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 固定資産の取得による支出 △4,221 △2,852

 固定資産の売却による収入 63 12

 投資有価証券の売却による収入 243 173

 貸付金の回収による収入 20 20

 敷金及び保証金の差入による支出 △202 △93

 敷金及び保証金の回収による収入 116 62

 その他 △16 10

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,997 △2,667

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △2,180 △1,860

 リース債務の返済による支出 △217 △148

 配当金の支払額 △570 △542

 自己株式の取得による支出 △1,426 △792

 その他 △2 △2

 財務活動によるキャッシュ・フロー △4,396 △3,345

現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ―

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,021 △1,451

現金及び現金同等物の期首残高 16,182 11,152

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  12,161 ※  9,701
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号2022年10月28日）、「包括利益の表

示に関する会計基準」（企業会計基準第25号2022年10月28日）及び、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第28号2022年10月28日）を当中間連結会計期間の期首から適用しております。これによ

る、中間連結財務諸表への影響はありません。

 
(第一種中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する

方法によっております。

 
(中間連結貸借対照表関係)

偶発債務

連結会社以外の会社に対して、次のとおり保証を行っております。

仕入債務等に対する保証

 
前連結会計年度
(2025年２月20日)

当中間連結会計期間
(2025年８月20日)

㈱パーティハウス  ５百万円  ３百万円
 

　

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年２月21日
至 2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月21日
至 2025年８月20日)

従業員給与手当 14,741百万円 14,995百万円

賃借料 3,752　〃 3,842　〃

水道光熱費 2,571　〃 2,839　〃

減価償却費 3,109　〃 2,937　〃

支払手数料 2,918　〃 3,099　〃

退職給付費用 178　〃 112　〃
 

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年２月21日
至 2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月21日
至 2025年８月20日)

現金及び預金 12,522百万円 10,065百万円

預入期間が３か月を超える定期預金等 △357　〃 △361　〃

担保に供している定期預金 △3　〃 　△3　〃

現金及び現金同等物 12,161百万円 9,701百万円
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(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2024年２月21日 至 2024年８月20日)
 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年５月15日
定時株主総会

普通株式 570 13.00 2024年２月20日 2024年５月16日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月１日
取締役会

普通株式 550 13.00 2024年８月20日 2024年10月16日 利益剰余金
 

 

当中間連結会計期間(自 2025年２月21日 至 2025年８月20日)
 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月13日
定時株主総会

普通株式 542 13.00 2025年２月20日 2025年５月14日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年９月30日
取締役会

普通株式 531 13.00 2025年８月20日 2025年10月15日 利益剰余金
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自 2024年２月21日 至 2024年８月20日)及び当中間連結会計期間(自 2025年２月21日 

至 2025年８月20日)

　当社グループにおける報告セグメントは、スーパーマーケット事業のみであり開示情報として重要性が乏しい

ため、セグメント情報の記載を省略しております。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年２月21日
至　2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自　2025年２月21日
至　2025年８月20日)

スーパーマーケット事業   

商品の販売（売上高） 115,603 117,248

その他（営業収入） 4,309 4,506

その他   

外食事業（売上高） 663 695

顧客との契約から生じる収益 120,576 122,451

スーパーマーケット事業   

その他の収益 1,982 1,997

外部顧客への営業収益 122,558 124,448
 

(注)　１．その他（営業収入）の主なものは、物流センター等利用手数料収入であります。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる不動産賃貸収入等であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 

項目
前中間連結会計期間
(自 2024年２月21日
至 2024年８月20日)

当中間連結会計期間
(自 2025年２月21日
至 2025年８月20日)

(1) １株当たり中間純利益 2円01銭  6円00銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する中間純利益(百万円) 87 248

   普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(百万円)

87 248

   普通株式の期中平均株式数(千株) 43,329 41,378

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 2円01銭 6円00銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する中間純利益調整額(百万円) ― ―

   普通株式増加数(千株) 0 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第57期（2025年２月21日から2026年２月20日まで）中間配当について、2025年９月30日開催の取締役会におい

て、2025年８月20日の株主名簿に記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

① 配当金の総額   531百万円

② １株当たりの金額  13円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2025年10月15日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年９月30日

株式会社オークワ

取締役会 御中

 

東陽監査法人

大阪事務所
 

 
 
 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 辻　　村　　茂　　樹  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 川　　越　　宗　　一  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーク

ワの2025年２月21日から2026年２月20日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年２月21日から2025年８月20日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社オークワ及び連結子会社の2025年８月20日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
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と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
 

以  上

 
 

（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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